
中学校「国語科」新教科書の脱皮

4　
学
校
「
国
語
科
」
新
教
科
書
の
脱
皮

は

じ
め
に

五
社
五
種
を
比
較
調
査
し
て
I

。
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平
成
十
四
年
四
月
か
ら
、
小
学
校
・
中
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
が
一
斉
に
実
施
と
な
っ
た
。
既
に
、
学
力
低
下
な
ど
の
問
題
が
取
り

沙
汰
さ
れ
、
国
民
の
関
心
も
高
い
の
で
あ
る
が
、
私
は
「
国
語
科
教
育
法
」
を
担
当
し
て
い
る
者
と
し
て
、
新
指
導
要
領
に
基
づ
い
て
編

集
さ
れ
た
中
学
校
用
「
国
語
科
教
科
書
」
五
社
五
種
（
新
教
科
書
と
称
す
る
）
を
比
較
調
査
す
る
こ
と
か
ら
、
新
指
導
要
領
下
の
国
語
科

教
育
に
つ
い
て
気
づ
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
み
た
い
。

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

よ
く
「
教
科
書
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、
教
科
書
で
教
え
る
の
だ
」
と
言
わ
れ
る
が
、
国
語
科
の
場
合
は
教
科
書
の
出
来
不
出
来
が
授

業
の
出
来
不
出
来
に
直
結
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
新
教
科
書
の
出
来
栄
え
が
気
に
な
る
の
で
あ
る
。
夏
休
み
に
計
十
五
冊
を
購
入
し
早

速
比
較
し
て
み
た
。
第
一
印
象
は
、「
中
学
校
国
語
科
新
教
科
書
は
I
皮
む
け
た
な
、
脱
皮
し
た
な
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
今
ま
で
、

指
導
要
領
は
変
わ
れ
ど
（
指
導
要
領
自
体
も
あ
ま
り
変
わ
り
映
え
は
し
な
か
っ
た
が
）
教
科
書
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
と
い
っ
た
状
況
が

三
十
年
続
い
て
き
た
の
で
、
今
回
は
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
来
た
と
い
う
驚
愕
の
思
い
で
読
ん
だ
。

五
五



五

六

平

成
八
年

八
月
の
文

部
大

臣
の
諮
問

を
う
け

た
「
教
育
課

程
審
議
会
」

は
、
完
全

学
校
週
五
日

制
に
対
応

す
る
「
学
習

指
導
要
領
」

の

改
訂

案
を
平
成
十

年
七
月

に
答
申
し

た
。
そ
の

答
申
を
受

け
て
、
戦
後
第

七
回
目

の
「
学
習
指
導
要

領
」

が
小
中

学
校

は
平

成
十
年
十

二

月
十
四

日
、
高
等
学
校

は
平

成
十
一
年
三

月
二
十

九
日

に
、
時

の
文
部
大
臣

有
馬
朗
人

名
で
告
示

さ
れ
た
。
答
申

の
申

に
示

さ
れ
た
、
「
受

験

競
争
の
過
熱
化

」
「
い
じ

め
・
不
登
校

」
と

い
っ
た
教
育
現
場

の
問
題

へ
の
対
処

の
他

、
「
国

際
化
・
情
報
化
」
「
環

境
問
題
」
「
高
齢
化
・

少

子
化
」
と

い
っ
た
社
会
情
勢

の
変
化

に
対

応
出
来

る
教
育
を
指
向

し
て
、
「

ゆ
と
り
」
の
申

で
自
ら
学

び
自
ら
考
え

る
力
な

ど
の
「
生

き

る
力

」
の
育
成

を
基
本

と
し

て
い

る
の
が
特
徴
で

あ
る
。

＊

今
回

の
改
訂
の
基
本

的
な
考
え
方

T

）
　
教
育
内
容
の
厳
選
と
基
礎
・
基
本
の
徹
底

（
2
）
　
一
人
「
人
の
個
性
を
生
か
す
教
育
の
推
進

（
3
）
　
豊
か
な
人
間
性
と
た
く
ま
し
い
体
を
は
ぐ
く
む
教
育

〈
特
に
国
語
科
で
は
次
の
各
項
目
を
強
調
し
て
い
る
〉

（
4

）
　
横
断
的

・
総
合
的

な
指
導
を
推

進
す

る
た
め
「
総
合
的

な
学

習
の
時
間
」

を
設
け

る
こ

と

（
5

）
　
完
全
学
校
週

五
日
制

を
導
入

す
る
こ

と

T

）
　
言
語
の
教
育
と
し
て
の
立
場
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
国
語
に
対
す
る
関
心
を
高
め
国
語
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
て
る
。

（
2
）
　
豊
か
な
言
語
感
覚
を
養
い
、
互
い
の
立
場
や
考
え
を
尊
重
し
て
言
葉
で
伝
え
合
う
能
力
を
育
成
す
る
。

（
3
）
　
自
分
の
考
え
を
持
ち
、
論
理
的
に
意
見
を
述
べ
る
能
力
、
目
的
や
場
面
な
ど
に
応
じ
て
適
切
に
表
現
す
る
能
力
を
育
て
る
。

（
4
）
　
目
的
に
応
じ
て
的
確
に
読
み
と
る
能
力
や
読
書
に
親
し
む
態
度
を
育
て
る
。

中
学
校
の
指
導
要
領
で
、
平
成
元
年
版
（
以
下
前
要
領
と
略
称
す
る
）
と
の
も
っ
と
も
大
き
な
変
化
は
、
「
二
領
域
一
事
項
」
か
ら
「
三

領
域
一
事
項
」
へ
（
各
学
年
の
目
標
も
三
領
域
に
対
応
）
の
変
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
常
の
言
語
生
活
の
中
で
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ

と
」
は
、
表
現
行
為
と
理
解
行
為
と
に
分
離
し
て
意
識
し
な
い
と
い
う
実
状
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
要
領
で
は
、「
Ａ
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表
現
」
・
「
B

理
解
」
・
〔
言
語
事
項

〕
と
な

っ
て
い
た

の
が
、
新
要
領

で
は
、
「
A

話
す
こ

と
・
聞

く
こ

と
」
・
「
B

書
く
こ

と
」
・
「
C

読
む
こ

と
」
・
〔
言

語
事
項
〕

と
な

っ
た
の
で
あ

る
。

ち

な
み
に
、
〔
言
語
事
項

〕
は
、
（
I
）
　
①
、
「
音
声
言
語

に
関

す
る
事
項
、
音

量
・
調

子
・
間

の
取
り
方
」
。
②

、
「
語

句
の
意
味

」
。
③
、

「
語
彙
及

び
語
感
」
。
④
、
「
文
章
及

び
文

の
法
則
」
。
⑤
、
「
単
語
（
品
詞
論
）
」
。
⑥
、
「
話
し
言

葉
と
書

き
言

葉
の
違

い
」
。
⑦

、
「
共

通
語

と
方
言

の
役
割
及
び

敬
語
」
。
（
2
）
　
漢
字
に
関

す
る
事
項
。
（
3
）
　
書
写

に
関
す

る
事
項

。
と

い
う
構
成

に
な
っ
て

い
る
。

平
成
十

四
年
四
月

か
ら
全
国

で
使
用

さ
れ
て

い
る
、

中
学
校
用

「
国
語
科
教
科

書
」

は
、
前
指
導
要
領

準
拠

の
教
科
書
を
出

版
し
て

い
た
五
社

と
ま

っ
た
く
同

じ
で

あ
る
。

、
｀
（

）
1
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東
京

書
籍

『
新
し

い
国
語
』
　
　
　
　
　
　
　
：
…
…

……
略
称
「
東

書
」

学
校
図

書

『
中

学
校
国
語
』
　
　
　
　
　
　
　

…

…
…
…
略
称

「
学
図

」

三

省
堂
　

『
現
代

の
国
語
』
　
　
　
　
　
　
　

…

…
…
…
略
称
「
三

省
」

教
育
出

版

『
中

学
国
語
　

伝

え
合
う
言

葉
』
：
E…

…
…
略
称
「
教

出
」

光
村
図

書

『
国
　

語
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

…
…
…
略
称
「
光

村
」

右
五
社
の
一
年
か
ら
三
年
用
ま
で
の
計
十
五
冊
を
対
象
と
し
て
比
較
考
察
を
進
め
る
。
そ
の
際
、
必
要
に
応
じ
て
平
成
六
年
の
拙
稿
で
の

指
摘
と
比
較
す
る
こ
と
が
あ
る
。
な
お
、
実
名
を
使
っ
て
い
る
が
各
社
の
優
劣
を
比
較
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
特
定
の

社
の
教
科
書
の
拡
販
に
資
す
る
意
図
な
ど
は
全
く
な
い
こ
と
を
明
言
し
て
お
く
。

本
稿
を
読
ん
で
く
だ
さ
る
中
学
校
の
先
生
方
に
は
、
自
校
で
使
用
し
て
い
る
教
科
書
が
採
り
上
げ
て
い
な
い
項
目
を
、
他
社
の
記
述
を

参
考
に
し
て
補
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
お
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

五

七



」
、
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
に
関
す
る
記
述

五
八

新
教
科

書

が
、
従

前
の
教
科

書
と
最

も
大

き
く
異

な
る
の
は
、
「
話

す
こ

と
・
聞
く
こ

と
」

に
関

す
る
記
述

の
充
実
で

あ
る
。
今

ま
で
、

音
声
言
語

に
は
一

部
を
除
い
て

あ
ま
り
触

れ
て
い
な

か
っ
た
各
社

が
、
こ

ぞ
っ
て

多
く
の

ペ
ー
ジ
を
当
て

て
い

る
。
そ
れ
は
、
新

指
導
要

領
の
「

第
3

指
導
計
画

の
作
成

と
内

容
の
取
り
扱

い
」
の
1
（
2

）
ウ
で
、
「
A

話

す
こ

と
・
聞

く
こ

と
」

の
指
導

に
国

語
科
の
授

業
時
間

数
の
「
一
〇

分
の
I

か
ら
I

〇
分

の
二
程
度
」

を
割
り
当

て
る
よ
う

に
示

さ

れ
て

い
る
こ

と
に
対
応
し

た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
概
要

を
表

T
‘で
見
ト
で
っ
。

ま
ず

、
「
発

音
・
発
声
」
の
項
で

は
、
東

書
が
一
年

の
巻
頭

詩

に
続
い
て
「
楽
し

く
声
を
出

す
」
と

い
う
題
で
、
大

き
い
声

を
出

し
、
声

に
表

情
を
つ
け

る
な
ど
、
発
声

練
習
を

す
る
こ

と
を
課

し
て

い
る
。
中

学
生

に
な
っ
た
当

初
か
ら
活
気

あ
る
教
室

に
し
た

い
と
い

う
編
集

者
の
意
図

が
窺

わ
れ
る
。
学
図
一

年
で

は
、
「
声

を
出

す
」
と

い
う
題

で
、
肩
の
力

を
抜

い
て

リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
声

を
発
す

る
こ

と
を
勧

め

て

い
る
。
二

年
で

も
「
声
を
見

つ
め

る
」
と
い
う
題

の
解
説
文

を
載
せ
、
〔
言
語
事
項
〕
の
音
声

に
関

す

る
基

礎
事
項

の
説
明

を
し
て

い
る
。

三
省
二
年

で
は
、

巻
末
の
資
料

編
で
「
こ

と
ば
の
世
界

」
の
「
I

発
音
と
発
声
」

で
呼
吸

の
練
習

か
ら
母

音
・
子
音

の
発
音
練

習
ま
で
基

礎
的

な
練
習
を

す
る
コ

ー
ナ

ー
と
な
っ
て

い
る
。
光
村

一
年
で

も
、
巻
末
近

く
に
「
言
葉

を
考
え

る
I

発
音
の
基
本

」
と
題
し

て
、
短
歌

や
俳

句
の
音
数
律

は
、
日
本
語

の
発
音

の
基
本

が
一

音
一
拍
で

あ
る
こ
と

に
起
因

す

る
こ

と
を
説
明
し

て
い

る
。
こ

れ
も

〔
言
語

事
項
〕

に
も
入

れ

る
こ

と
が
で

き
る
項
目

で
あ

る
。

「
話

す
こ

と
」

の
指
導
の
手

は
じ

め
に
、
自
己
紹
介

や
何

か
を
ク
ラ
ス
で

紹
介
す

る
ス
ピ
ー
チ
を
課

し
て

い
る
の
が
、
東

書
・
学
図
一

教
出

で
、
三

省
・

光
村
は
ス

ピ
ー
チ

の
会

を
開
く
こ

と
を
課
し
て

い
る
。
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ス
ピ
ー
チ

の
次

の
段
階

と
し

て
、
多

く
の
聴
衆

に
対

し
て

わ
か
り
や
す
く
話

す
「

パ
ブ
リ

ッ

ク
ス

ピ
ー
キ
ン

グ
」

の
方
法

や
留
意
事
項

と
実

践
の
指
示

が
、
三

省
・
教
出

を
除
い
た
三
社

に

か
な
り
頁

を
割

い
て
述

べ
石

れ
て

い
る
。
特

に
、
東
書
一

年
で
は
、
「
話

す
・
聞

く
I

」

と

い
う
単
元
を
設

定
し
、
「
分

か
り

や
す
く
話

そ
う
」
の
表
題
で
、

①
文
を
短

く
し
て
話

す
、
②
全
体

像
を
先

に
話

す
、
③
項
目

を
立
て
て

話

す
、
と
い
う
小
項
目

を
立
て

て
計
五
頁
で

説
明
し

た
後
、「
課

題
　

次

の
中

か
ら
一

つ
選
び
、
話

す
相
手
や
状
況

を
想
定
し

な
が
ら
、
そ

れ

に
適

し
た
説
明

の
仕
方
で
、
分
か
り
や

す
く
話
し
て

み
よ
う

。
」
と
し
て
、
1

か
ら
6

ま
で

の
課
題

を
出

し
て
い

る
。
例
え
ば
、
「
3
　

ク

ラ
ス

の
み
ん
な

が
知
っ
て

い
る
場

所

に
つ
い
て
、
名
前

を
出

さ
な
い
で
、
学
校

の
正

門

か
ら
の
道
順

を
説
明
し
、

そ
れ
が

ど
こ

に
あ
る

か

当
て

て
も
ら
う

。
」

と
い
う
も
の
で

あ
る
。
東
書
三

年
で

は
、
「
話

す
・
聞

く
I

プ
レ
ゼ
ン
テ

ー

シ
ョ

ン
を
し
よ
う
」

と

い
う
単
元

を
掲
げ

て

い
る
。

子

ン
タ

ビ
ュ

ー
の
仕
方

に
つ
い
て
の
項
目

は
、
教
出
以

外
の
四

社
が
取
り
上
げ

て

い
る
。「
相
手

を
決

め
、
予

約
を
取
り
、
事
前
に
情
報

を
集

め
、
質
問

事
項

を
整
理
し

、
練
習

を
す
る
。
本
番

で
の
注
意

事
項

。
事
後

の
整
理

。
」
と
い
う
よ
う

に
手
続

き
を
説
明
し

た
後
、
例
を

挙
げ
て

い
る
社

も
あ
る
。

話
し
合

い
・
討
論
・
会

議
の
仕
方

に
つ
い
て

は
、
五

社

と
も
に
採
り
上
げ

て
い

る
。
例
え
ば
、

光
村
一
年
で

は
、
「

意
見
交
換
会

を
も

と

う
…

…
グ
ル

ー
プ

ー
デ
ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を
す

る
」

と
題
し
て
、
話

し
合

い
の
基
本
事
項

（
司

会
者

の
心
得
・
発
言

す
る

と
き
の
注
意
・

聞

き
手

の
留
意
点

）
や
実
例

を
示

し
て

い
る
。

ま
た
、

パ
ネ

ル

ー
デ
ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
や

シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

に
つ
い
て
も
五
社

と
も

に
採

り
上
げ
て

お
り
、
新
し

い
傾
向
で

あ
る
。

平
成
元
年

版
指
導
要

領
対
応
教

科
書
で

は
、
各
社

と
も

づ
ア
イ

ペ
ー
ト
」
ま
で
で
、
組

織
的
な
討

論
会
ま
で

は
採

り
上
げ
て

い
な

か
っ
た
。

と
こ

ろ
が
、
今
回

の
改
訂
で

「
A

話
す
こ

と
・
聞

く
こ
と
」

が
新
設

さ
れ
「
話
し
合

い
が
目
的

に
沿

っ
て
効
果

的
に
展
開

す
る
よ
う

に
…
」

な

ど
の
記

述

に
対

応
す
る

べ
く
各
社
共

に
力

を
入

れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
教
出
三

年
で
「

容
器
を
考
え

る
　

パ
ネ

ル

ー
デ
ィ

ス
カ
ッ

シ
ョ

五

九



表I 「話すこと・聞くこと」に関する記述
(数字は頁数)

出版社 来書 学図 三省 教出 光村

学 年 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

発音・発声 2 3 4 2 2 3

分かりやすく話す（話すことの基礎） 8

自己紹介・スピーチ 1 1 1 2 8 2 2 2 4 3

説明・パブリックスピーキング 2 5 5 3

プレゼンテーション、発表会を開く 8 9

対 話・インタビュー 10 4 16 5

話し合い・討論・会議 9 9 .5 2 2 7 4 2 8

ディベート、説得 2 2 2 9 5

ノマネル・ディスカッション　　＊ 9 3 7 8 8 5 3

聞く（声を受け止める、メモを取る） 2 8 9 2 1 1 1

ポスターセッションをしよう 7

ニ ュース番組を制作しよう 8 8

対 話劇を体験しよう 6

朗読会を開く、朗読劇を楽しもう 1 1

話のリレー 2

物語を伝え合おう（まとめ方の工夫） 5

ブックトーク（本の紹介） 1 4 3

ブレーン・ストーミング 2

句会（俳句の批評会） 2

討論のいろいろ（紹介文）・方法 2 2 2 2

＊ シンポジウム も含む、三省1 年は、「討論ゲー ムをしよう」

表IIr 書くこと」に関する叙述

(数字は頁数)

出版社 東書 学図 三省 教出 光村

学　年 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

わかりやすく書く 9 6 3

題材を選ぶ、課題を見つける 2 1 1 3 2

情報を集め、整理する(情報吟味) 2 2 2 2 8

六
〇
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材料を集める、構成を工夫する 1 2 2 1 3 4

根拠を示す、論点を明確にする 4 4

推敲する 1 1 2 .5

原稿用紙の使い方と推敲の観点 2 2 2 4 2 1

評価（互いに読み合引 2 1

心をこめて書く 2

表現の仕方を工夫して書く（比喩等） 2 2 1 2

多角的に見る 2

文章の組み立て（頭括型、三段構成） 2

文章のいろいろ 4

手紙・はがきの書き方 2 2 2 4

時を越える手紙 5

論理的な文章の書き方（説得力） 1 1 7 3

報告・レポート、調べたことを文に 9 10 7 4 4 6

集めた情報をもとに意見を書こう 8 2 4 2

睡眠について調査し考えを書こう 2

感想文を書く 2 4 2

題名について考えたことを書く 2

新聞(本、力セットブック)を作ろう 6 5 6

グループ雑誌を作ろう 8

ガイドブック・パンフレッ下を作る 9 2 10

コピーライターの技（発想卜 2

プ レゼンテーションのための資料 2

主張を書こう、立場・意見を決めて 8 2 6 8

体験を伝え合う、知らせる、紹介する 3 9 6 2 5

自分を見つけ自分を述べる文章を書く 5 9

自分を見つめ直す文章を書く 6

「私のアルバム」を編む 4

物語ふうの文章を書いてみよう 3 2

随筆ふうの文章を書いてみよう 2

読書郵便(感動した本を紹介する) 5

漫画が開く言葉の世界　オノマトペ 2



せりふとト書き（漫画を使って） 2

言葉ノート、学習の記録 1 1 2

読書の記録を残そう、読書感想画 1 1

実験や研究や体験の記録を残す 8 4

研究報告書を作ろう 6

話の続きを書く 2

枕草子と立場を変えて「春は桜…」 2

変 わり身の上話(我輩は犬である) 2

聞 き書き（聞いたことを文章に） 1

こ とわざを入れて文章を書く 2

こ とばでスケツ.チ 2

アンヶ－トをしよう 2 2

案内状・招待状を作ろう 2

わたしの歳時記を作る 2

六
二

ン
」

と
い
う
九
頁

か
ら
な
る
文
章

を
掲
載
し

て
い

る
。

ク
ラ

ス
を
「

び

ん
派
・
缶

派
・

ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
派
・

紙

パ
ッ

ク
派
」
の
四

グ
ル
L

プ
に

分
け

る
。
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
話
し
合

っ
て
、

根
拠
を
調

べ
ま
と
め

る
。

予

想

さ
れ
る
質
問
や
反

論
を
想
定
し

て
対
策

を
考
え

る
。
各
グ
ル

ー
プ

の
代
表
者

が
パ
ネ
リ

ス
ト
に
な

る
。
座
席
の
配

置
図
や

進
め
方
ま
で

具

体
的

に
示
し

て
あ
り

、
テ

ー
マ
さ
え

決
ま

れ
ば
ど
の

ク
ラ

ス
で
も

パ
ネ

ル

ー
デ
ィ

ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を

す
ぐ
に
実
施
で

き
そ
う
で

あ
る
。
ま

た
、

光
村
3

年

で
は
、
一

九
九
八
年
十
一

月
三
日

に
開

か
れ
た
「
日
本
語

シ

ン

ポ
ジ

ウ
ム
」
で
司
会

を
務

め
た
小

池
保
氏

の
発
言
の
記

録
「
日
本
語

は
乱

れ
て

い
る

か
」
を
4

ペ
ー
ジ
掲
載
し

た
後
、
「

シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開

こ
う
」

と
題

し
て
準

備
段
階

か
ら
の
手
順

を
記

し
て

い
る
。

「
聞
く
こ

と
」
の
指
導
用

に
独
立
し

た
教
材
を
用

意
し
て

い
る
の
も
、

新
教
科

書
の
特
長
で

あ
る
。
例
え

ば
、
学
図
一

年
「

話
す
・
聞
く
2
－

声

を
受
け
止

ぬ

る
　
聞

く
」
と
題

す
る
コ
ラ

ム
で
、
話
し
手

が
話
し
や

す

く

な
る
た
め

に
聞

き
手
は
ど

ん
な
こ
と
を

心
が
け

た
ら
よ
い

か
、

メ
モ

の
取
り
方

、
な
ど

に
つ
い
て
述

べ
て

い
る
。
三

省
一
年

で
は
、「
表
現

コ

ラ

ム
2
　

話
し
合

い
の
仕
方
」

の
中
で
「
③

聞
く

と
き

に
心
が
け

る
こ

と
」

と
し

て
三
項
目

挙
げ
て

い
る
。
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二
、
「
書
く
こ
と
」
に
関
す
る
記
述

「
書
く
こ
と
」
の
指
導
は
、
従
来
「
作
文
指
導
」
の
意
に
解
さ
れ
て
い
た
が
、
新
教
科
書
で
は
各
社
と
も

て
、
広
範
囲
に
わ
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
章
を
書
き
、
作
品
を
作
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
な
工
夫

を
凝
ら
し

表
H

の
上

か
ら
十
三
項
目

ま
で
は
、
「
文
章

の
書
き
方
」
の
一

般
的
事
項

で
あ
る
。

ま
ず
、
題
材
（
主
題

）
を
決

め
、
書
く
材
料
（
情
報
）

を
集

ぬ
る
。
材
料

を
吟
味
し

て
、
並

べ
方

（
構
成
）

を
考
え

る
。
原

稿
用
紙

に
書
き
、

読
み
直
し
て

推
敲
す

る
。
出

来
上

が
っ
た
作
品

を

互

い
に
読
み

こ

の
点

で
は
｀　 ふ

口
い
、
評
価
し
合
う
。
以
上
の
よ
う
な
作
文
作
成
の
基
本
プ
ロ
セ
ス
は
、
中
学
低
学
年
で
き
ち
ん
と
指
導
し
て
お
き
た
い
。

東
書
1
年
が
最
も
充
実
し
て
い
る
。
次
に
、
表
現
の
工
夫
や
多
角
的
に
見
る
必
要
性
、
用
語
は
厳
密
に
定
義
し
て
か
ら
使

う
、

な
ど
の
付
帯

的
注
意
事
項

が
掲
載

さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
社

に
よ
っ
て

ま
ち
ま

ち
で

あ
る
。

十
四

項
目
「
文

章
の

い
ろ
い
ろ
」

は
、

光
村
三
年

が
、
わ
た
し

た
ち
の
身

の
回
り

に
は
い
ろ

い
ろ

な
形

式
の
文

章
が
あ
り

、
そ
れ

ぞ
れ

の
目

的
に
合

わ
せ

て
書

か
れ
て
い
る
こ

と
を
示

し
、

修
学
旅
行

を
素
材
と
し
て

「
紀
行
文

」
「
報

道
文
」
「
解
説
文
」
「
物
語

」
「
広
告
文
」

の
形
式

で
書

く
こ

と
を
課
し

て
い

る
。
身

の
回
り

に
存
在
す

る
種

々
の
文
章

の
特
徴
を
整

理
し
て
示

す
こ

と
は
、

必
要

で

あ
る
。

十
五
項
目
以
下
は
、
各
論
で
あ
る
。
手
紙
・
報

せ
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
共
同
作
業
でゝ
　 斗H

に
・
感
想
文
・
意
見

（
主
張

）
・
記
録
・
自
分
史
な

ど
い
ろ

い
ろ
な
形

式

の
文

章
を
書

か

新
聞
・

グ
ル
ー
プ
雑
誌

・
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク

ー
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

ー
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
・

案
内
状
招
待
状
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
資
料
、
と
い
っ
た
も
の
を
作
成
す
る
よ
う
に
提
案
し
、
そ
の
手
だ
て
注
意
事
項
も
含

め
て
丁
寧
に
説
明
し
て
い
る
。

ユ
ニ
ー

ク
な
と
こ
ろ
で

は
、
学
図
3

年

の
「
漫
画

が
開
く
言

葉
の
世
界
」

と
い
う
読
み
物
で
、
叫
び
声
を
絵
と
し
て
描
く
園
山
俊
二
氏

六
三



六
四

の
手
法
を
解
説
し
、「
漫
画
の
中
か
ら
音
や
様
子
に
合
っ
た
形
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
探
し
て
集
め
、
紹
介
し
合
お
う
。」
と

い
う
課
題
を
出
し
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
二
〇
〇
一
年
七
月
に
マ
ン
ガ
を
学
問
研
究
の
対
象
と
す
る
全
国
組
織
「
日
本
マ
ン
ガ
学
会
」

が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
、
本
学
非
常
勤
講
師
長
谷
邦
夫
先
生
か
ら
伺
っ
た
。
漫
画
と
い
う
表
現
手
段
に
は
今
後
も
っ
と
注
目
が
集
ま
る
で

あ
ろ
う
。

三
、
「
読
む

こ
と
」
よに
関
す

る
記
述

「
読

む
こ
と

」
の
指
導
は
、

戦
前
の
国
語

科
教
育
で

は
八
〇

パ
ー
セ
ン
ト
ぐ

ら
い
の

ウ
ェ
イ
ト
を
占

め
て

い
た
が
、
昨
今
で

は
六
〇

パ
ー

セ
ン
ト
ぐ
ら

い
に
ウ
ェ
イ
ト

が
減
少
し

た
よ
う

に
思

わ
れ

る
。

戦
後
一
貫
し

て
「
言
語

教
育
と
し
て

の
立
場
を
重

視
す

る
立

場
か
ら
」

と

い
う

お
上
の
方

針
に
よ
り
、
「
作
文

教
育
」
に
当
て

る
時
間

や
「
話

す
こ
と
・
聞
く
こ

と
」
に
当
て

る
時
間
ま
で
示

さ
れ
て
、

相
対
的

に
「

読

む
こ

と
」
の
指
導

に
あ
て

る
時
間

数

が
減
少

し
た
こ

と
は
否

め
な
い
。
し

か
し

、
読

む
こ

と
の
指
導

は
国
語
力

の
基
礎
を
養

う
上
で
基
本

と
な
る
も
の
で
、

文
字
・
語

彙
を
初

め
と
し
て
作
文

力
の
基
礎

も
読
む
こ

と
に
よ
っ
て
養

わ
れ

る
と
言

え
よ
う

。
と
い

っ
た
次
第
で
、
私

は
依

然
と
し
て

「
読
む
こ

と
」

の
指
導

は
、
国
語
科

教
育
の
中

で
六
〇

パ
ー
セ
ン
ト
の

重
み
を
持

っ
て
い

る
と
考
え
て

い
る
。

表
m

は
、
各

教
科
書

が
、

説
明
文
や
コ

ラ
ム
の
形

式
で
「
読

む
こ

と
」

に
関

連
し

た
内

容
の
記
述

を
し
て

い
る
部
分
を
拾

い
上
げ

た
も

の
で

あ
る
。
学
図
一
三

省
は
、
各

教
材
の
後

ろ
に
「
学
び

の
窓
」
「
学
習
の

た
め
に
」

と
い
う
コ

ー
ナ

ー
を
設
け
、

教
材
読

み
取

り
の

た
め

の
具

体
的
な
発
問

を
掲
げ
て

お
り
、
こ

れ
ら
の
課
題

を
こ
な

す
こ

と

に
よ
り

「
読
む
」
力

を
養
う
よ

う
に
配

慮
し

て
い

る
。
そ
の
点
で
、

来
書

・
教
出
・
光

村
と
は
編

集
方
針

が
異

な
っ
て

い
る
わ
け
で
、

決
し
て
学
図

一
三
省

が
「
読

む
こ

と
」
の
指
導

に
つ

い
て

軽
視
し
て

い

る
訳

で
は
な

い
の
で
念
の

た
め
特
記
し
て

お
く
‘。
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表m 「読むこと」に関する叙述
(数字は頁数)

出版社 東書 学図 三省 教出 光村

学　 年 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

読書の勧め 3 2

構成と展開をとらえる 1

作品の主題を考えるために 1 2

情報を読み取る（生かす）ために 2 2 2

言葉の意味をとらえるために 1

視野を広げるために 2

文学表現を読み味わい作者の思い

に迫る

1 2

優れた言語感覚を身につけるために 1

思考を深めるために 2

人物の心情の変化を読みとる 1 1 1

人物像を読みとろう 1

文章の内容をとらえよう（小見出し） 1

文章の要旨をとらえよう（要約） 2 1 .5

論理の展開をとらえる 2 1

読後の感想を手紙に書く 4

読書アンケート 3

読むことは生きること 2

読んだ事柄をもとに思考を深める 3

場面を絵にかいて読もう 1

虚構の世界（ファンタジー）への

誘い

2

視点をとらえる（語り手・登場人物） 1

感 想交流会を開く 3

自分だけの「一冊」を見つけよう 8

本の帯を作ろう 1 1

図書館を利用しよう(図書の検索) 2 1



表Hト2 「文学的文章」掲載一覧
(数字は頁数)

出版社 東書 学図 三省 教出 光村

学　年 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

走 れメロス　　　　　　 太宰　治 22 26 27 23 23

故郷　　　　　　　　　　 魯　迅 18 23 22 22 20

＊少年の日の思い出　　ヘルマン＝ヘヅセ 18 16 16 16

字のない葉書　　　　　 向田邦子 8 6

ごはん　　　　　　　　 向田邦子 13

握手　　　　　　　　 井上ひさし 15 16

さんちき　　　　　　　 吉橋通夫 18

ぬすびと面　　　　　　 吉橋通夫 22

そこに僕はいた　　　　 辻　仁成 14

新聞少年の歌　　　　　 辻　仁成 13

僕の防空壕　　　　　　 野坂昭如 18

凧になったお母さん　　 野坂昭如 12

ふろ場の散髪一続岳物語　椎名　誠 13

風景から学んだこと　　椎名　誠 11

水曜日のクッキー　　内海隆一郎 17

小 さな手袋　　　　　 内海隆一郎 17

アルベルト　　トーベ＝ヤンソン 13

猫　 ＼　　　　トーベ＝ヤンソン 13

ボランティア、はじめの一歩 黒柳徹子 6

タンザニアの…言葉　　黒柳徹子 4

竜　　　　　　　　　　 今江祥智 13

麦 わら帽子　　　　　　 今江祥智 10

心のバリアフリー　　　乙武洋匡 12

スーパービート板　　　 乙武洋匡 16

注文の多い料理店　　　 宮沢賢治 16

オツベルと象　　　　　 宮沢賢治 19

＊三省は「クジャクヤママユ」という題になっている。

来書1 年

碑（テレビ放送番組）、広島テレビ16o　 カメレオン、チェホフ11 。

東書2 年

想う、五木寛之lO ．　小さな労働者、フリードマン9 。　神奈川沖浪裏、赤瀬川原平

7。　半分のふるさと、イ・サンクム12 。　ヴェロニカ、遠藤周作7 。　　 十

l ．

/ ペ

l ．

/ ベ
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東書3 年

いちご同盟、三田誠広20 。

学図！年　　　　　　　　　　　　　　　 ニ

シェークvs バ ナナ・スプリッ斗、ウルフ＝スタルク15 。　二十年後、オーこヘンリー

10。

学図2 年

サーカスの馬、安岡章太郎12 。　兄やん、笹山久三20o

フ デクの死一彗星物語、宮本　輝9 ．　花いちもんめ、宮本　研22 。

学図3 年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 二

最初の質問、長田　弘4 。　黒い雨、井伏鱒二22 ．　種をまく人　ポール士フライシュ

マン14 。　パール・ハーバーの授業　猪口邦子8 ．　ケナリも花、サクラも花、鷺沢

萌i 。　　　　 つ　　　　　 レ

タ空晴れて、伊集院静17 ．　朝、三木　卓8 。　　　　　　　 犬

三省1 年　　　　　　　　　　　　　 ダ　　　　　　　　　　　　 十

目撃者の眼、ショー＝オダネル7 。　アイスキャンデー売り、立原えりか8 。

空中ブランコ乗りのキキ、 別役　実14 。　　トロッコ、芥川龍之介15 。

雲、あまんきみこ20 。　この小さな地球の上で、手塚治虫10 。

三省2 年　　　　　　 犬

『少年H 』で伝えたかったこと、妹尾河童6 ．　焼け跡－『少年H 』より、 妹尾河童

18．夏の庭、湯本香樹美12 ．　自転車の練習、さくらももこ8 。　焼きもの、小泉和

子6 。

三省3 年

未来の花たちへ、落合恵子10 。　風の色、江国香織4 。　流線型、高木隆司6

教 出1 年

ベンチ、リヒターlO．　ちょっと変じゃない？、青木やよひ7

教 出2 年

卵、長野まゆみ9 。　秘密、原田宗典12 。　夏の葬列、山川方夫14 。

「わたし」のことを知っていますか、香山リカ7 。

教出3 年　　　　　　　 ト

水にうかぶ桜、川上弘美8 ．　素顔同盟、すやま　たけしlO ．　無医村の優しい人々、

渡辺啓子11 。　一塁手の生還、赤瀬川隼20 ．　風の旅、星野富弘14 。

光村]レ年　　　　　　　　　　 ト

親友、赤川次郎11 。　大人になれなかった弟たちに、米倉斉加年12 。　雪やこんこ、

あられやこんこ、佐々木瑞枝12 。　ちょっと立ち止まって、桑原茂夫7 。ニ

光村2 年　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

伝え合い、西江雅之6 。　タトゥーの地で、貫戸朋子8 。

ゼブラ、ハイム・ポトク20。　物語が走る、奥脇　抄9 。　　　　　　　　　　 づ

葉っぱのフレデイ、レオ・バスカーリア12 。　江戸の人々と浮世絵、高橋克彦lOo

光村3 年

蝉しぐれ( 抄)、藤沢周平12o　 二 つの悲しみ、杉山竜丸7 。　お辞儀するひと( 詩

ではあるが「状況に生きる」の単元のテーマを担う一連の教材なので)、 安西　均3 。

アラスカとの出会い、星野道夫10 。　温かいスープ、今道友信6 。
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八

表
m

で
は
、
文

学
的
文
章

の
鑑
賞

に
関

す
る
も

の
、

説
明
的
文

章
の
読
解

に
関

す

る
も
の
、
共
通

の
も
の
、

の
順

で
掲
げ

た
が
、
最

も

注
目
し

た

い
の

は
、
東
書
・
三

省
の
「
本

の
帯
を

つ
く
ろ
う
」

と
い
う
コ

ー
ナ

ー
で
あ

る
。
束
1　
で

は
、
本
の
内

容
を
印
象
深

く
紹
介

す

る
方
法

と
し
て
、
本

の
帯
を
作

る
こ
と

を
課

題
と
し
、
三

省
で
は

、
「

読
書
の
感
動

を
伝
え
よ
う
」

と

い
う

読
み
物
の
中

で
、
「
帯
を
見

た

人

が
、

そ
の
本

を
手

に
と

っ
て

読
ん
で
み

た
く
な

る
よ

う
な
短

い
紹
介
の
こ

と
ば
（
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ

ー
）
を
考
え

ま
す
。
」
と
し

て
、
出
来

上

が
っ
た
帯
を
「
実

際
の
本

に
つ
け
て
展
示
会

を
開

い
て

み
よ
う
」
と
提
案
し

て
い

る
。
「
書
く
こ

と
」
と
も
関
連

す
る
が
、
「
読

む
こ

と
」

の
発
展

指
導
と
考
え

こ
の
章

に
入
れ
た
。

次

に
、
表
m
1
2

と
し
て
、
「
文

学
的
文
章
」

掲
載
一
覧

を
掲
げ
た

。
こ

こ

に
は
、
小

説
の
ほ

か
随
筆
・
随
想

も
含

め
た
。

そ
の
際
、
随

筆

と
評

論
と
の

境
界

が
分
明

で
な
い
た

め
、
採

り
上
げ

る
か
ど
う

か
迷

う
も
の

も
あ
っ
た
。
迷
う

も
の
は
採

り
上
げ

る
と
い
う
方
針

に
し
、

乙
武

洋
匡

氏
の

『
心
の

バ
リ
ア

フ
リ

ー
』

も
随
筆

の
範
躊
に
入

れ
る
こ
と

と
し

て
採
り
上
げ

た
。

五
社

す

べ
て

が
採

っ
て

い
る
の
は
、
二
年

生
の

『
走

れ
メ
コ

ス
』
と
三
年
生

の

『
故

郷
』

で
あ

る
。
そ
れ

に
、

ヘ
ル
マ
ン

ー
ヘ
ッ

セ
の

『
少
年

の
日

の
思

い
出
』

が
束

書
を
除

く
四

社
の
一
年

生

に
採

ら
れ
て

い
る
。
向
田
邦
子
氏

の

『
宇

の
な

い
葉
書
』

は
学
図
一

光
村

に
、

そ
し

て

『
ご

は
ん
』
が
束
書

に
採
ら

れ
て

い
る
。
井
上

ひ

さ
し
氏

の

『
握
手
』

も
学
図
一

光
村

に
掲

載
さ
れ
て

い
る
。
以
上

が
複
数
の
教

科
書

に
採
ら

れ
て
い
る
作
品

で
あ
る
。
こ

れ
ら
は

全
て
前
要
領

の
教
科
書
で

も
採
ら

れ
て

い
た
作
品

ば
か
り
で
、
言

わ
ば
中

学
国
語
の
定

番
教
材

と
言
え

よ
う
。

そ
の
ほ

か
、
『
竜
』
『
オ
ツ

ペ
ル
と
象
』
『
サ
ー
カ
ス
の
馬
』
『
空
中
ブ
ラ
ン
コ

乗
り

キ
キ
』
『
ア

イ
ス

キ
ャ
ン
デ

ー
売

り
』
『
ト
ロ
ッ
コ
』

『
夏

の
葬
列
』
『
一
塁
手

の
生
還
』
『
大
人

に
な

れ
な
か
っ
た
弟

た
ち
に
』

な
ど
そ
の
社

の
教
科
書
で

は
伝
統
の

ご
と
く
掲
載
し

て

い
る
作

品

が
あ
っ
て
、

嬉
し
く

な
る
。
今
挙
げ

た
作
品

は
、

私
か
個
人

的
に
「
生
徒

の
心

に
響

く
よ

い
教
材
二

十
選
」

に
入
れ
て

い
る
も
の
で
、

今

後
も
ず
う

っ
と
掲
載
し

続
け
て
ほ
し

い
。
特

に
、

戦
争
を
知

ら
な

い
第
二

世
代
の
中

学
生

に
、
戦

争
の
悲
惨

さ
を
語
り
伝

え
る
文
章

は
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ぜ
ひ
掲
載
し

続
け
て

い
た
だ
き
た

い
。
『
黒

い
雨

』
『
僕
の
防
空

壕
』
も
同
じ
で

あ
る
。

た
だ
し
、
野
坂
昭
如

氏
の
『
火

垂
る
の
墓
』
（
桐
原

書

房
国
語
I

）

は
、
私

の
場

合
泣
け
て
授

業

が
出

来
な
く

な
る
の
で
教
科
書

に
載

る
と
困

る
。
『
い
ち
ご
同

盟
』
『
ち
ょ

っ
と
立
ち
止

ま
っ

て
』

も
以
前

か
ら

お
な
じ

み
で
あ

る
。

韻

文
教
材

に
つ
い
て
触

れ
て

お
く

。

ま
ず
詩
で

は
、
谷
川
俊

太
郎
氏
の
作
品

が
五
社

に
採
ら

れ
て

い
る
。
特

に

『
春

に
』

は
、
東
書
・

教
出
・
光
村

に
掲
載

さ
れ
て

い
る
。

興
味
深

い
の

は
、
東
書

が
一
年

の
初

め
に
置
き
、
春

を
迎
え
中

学
生
に
な

っ
た
喜
び

七
弾

む
心
を
味

わ
わ
せ

る
教

材
と
し
て
位

置

づ
け

て

い
る
の
に
対
し

、
教
出

が
三
年

の
最
後

に
置
い
て
、

卒
業

と
旅
立
ち
の
春

を
象
徴

さ
せ

て
い
て
、
対
照

的
な
扱

い
と
な

っ
て

い
る
こ

と
で

あ
る
。
光
村

は
、
二

年
の

第
1

単
元
「

春
を
伝
え

る
」
に
ユ

ー
ミ

ン
（
以
下

敬
称
を
略

さ
せ
て

い
た
だ
く
）
の

『
春
よ
、
来

い
』
と

並

べ

て
掲

載
し
て

い
る
。
学
図

は

『
手
紙
』
、
三

省
は

『
朝
の
リ

レ

ー
』

で
あ
る
。

吉
野
弘

は
3

社
が
採
り
上

げ
て

い
る
が
、
採
録
作

品
は
異

な
る
。
と
こ

ろ
が
、
茨
木

の
り
子
の
作

品
は
2

社
同

じ

『
わ
た
し
が
一
番

き

れ
い
だ
っ
た

と
き
』
を
掲

載
し
て

い
る
。
新
川
和
江

・
黒
田
三

郎
と
も
別
々

の
作
品
で

あ
る
。
一
社

が
採
り
上
げ

て
い

る
詩
人
に
つ

い
て

は
、

表
m

の
3

を
参
照

さ
れ
た
い
。
島
崎

藤
村
・

高
村
光
太
郎

・
草
野
心
平

・
中
原
中
也

・
佐
藤

春
夫
・
‘
小
野
十
三

郎
の
名

は
見
ら

れ
る

が
、
萩

原
朔
太

郎
・
室
生
犀

星
・
三
好

達
治
・
金
子

光
晴
・

八
木

重
吉
・
村

野
四
郎
の
名

前
は
見

ら
れ
な

い
。
代

わ
り

に
新

し
い
時
代

の

詩
人

た
ち

が
登
場
し
て

き
た
。

表
m

の
4

・
5

に
は
、

短
歌
・
俳
句

の
入
門
的

説
明
文
の
掲

載
有
無

が
分

か
る
よ
う

に
表
の
中

に
示

し
て

お
い
た
。

短
歌
で

は
、
与

謝
野
晶

子
・
斎
藤

茂
吉
が
石
社

す

べ
て

に
採

ら
れ
て

い
る
他
、
石
川
啄

木
・
俵
万

智
が
4

社

、
若
山
牧
水

・
寺
山

修
司

が
3

社
と
、

詩
と
比

べ
れ
ば
同

一
度

が
高
い
。

俳
句
の
方

で
も
、
高
浜

虚
子
と
種
田

山
頭

火

が
5

社
す

べ
て
に
採
ら

れ
て
い

る
ほ

か
、
3

社

に
掲
載
さ

れ
て

い
る
の

は
、
正

岡
子

規

。

六
九



表III-3 「詩 」（作 者名 一 覧 ）

(数字は頁数)

出版社 束書 学図 三省 教出 光村

学　年 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

谷川俊太郎 1 1 1 1

吉野　弘 1 1 1

島崎藤村 1 1

茨木のり子 1 1

新川和江 1 1

黒田三郎 1 1

木村信子 1 1

東書1 年：山村暮鳥、3 年：中島みゆき・高村光太郎・中原中也、

学図1 年：石原吉郎・牟礼慶子・宮沢賢治、2 年：菅原克己・木坂　涼・ポール＝エ

リュアール、3 年：シュ　ルヴイエル・小野十三郎、

三省1 年：川崎　洋、2 年：高橋順子、3 年：真壁　仁・峠　三吉、

教出1 年：草野心平、2 年：照屋林賢・一戸謙三・佐藤春夫、3 年：原　民喜（2 編）

光村2 年：松任谷由美、3 年：長田　弘、

表III-4 「 短 歌」（作 者 名一 覧 ）

(数字は頁数)

出版社 来書 学図 三省 教出 光村

学　年 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

短 歌の世界 4

短歌鑑賞の楽しみ　　佐々木幸綱 7

短歌と俳句、それぞれの表現 9

与謝野晶子 1 1 1 2 1

斎藤茂吉 1 1 1 3 1

石川啄木 1 1 2 1

俵　万智 1 1 1 ＊1

若山牧水 1 2 1

寺 山修司 1 1 1

正 岡子規
/ 1 1

河野裕子 1 1

栗本 京子 1 1

北原白秋 1 *1

近藤芳美 1 ＊1

学図2 年：浦母都子・永井陽子・平井　弘・釈　迢空・森本明子・岡井　隆・

草地宇山・佐々木幸綱、

三省2 年：島木赤彦・宮　柊二・李　正子、

教出2 年：塚本邦雄＊・葛原妙子＊

光村2 年：山川登美子・前田夕暮

注）＊は、佐々木 幸綱氏 の文章に引用の短歌

七
〇
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表Ill-5「俳句」（作者名一覧）
(数字は頁数)

出版社 東書 学図 三省 教出 光村

学　年 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

俳句の楽しさ　　　　　 坪内稔典 6

俳句の世界 4

高浜虚子 1 1 1 1 1

種田 山頭火 1 1 1 1 1

水原秋桜子 1 1 1

飯田 蛇笏 1 1 1

正岡子規 1 1 1

山口誓子 1 1 1

加藤楸邨 1 1 1

中村 草田男 くL 1 1

中村汀女 1 1 1

石田波郷 1 1 1

村上鬼城 1 1

学図3 年：大本あまり・三橋鷹女・大野林火・高柳重信・鈴木ゅすら・三橋敏雄・

中岡草人、

三省3 年 二杉田久女・細見綾子・池田澄子・橋本多佳子・金子兜太

教出3 年：河東碧梧桐・松本たかし・星野立子・尾崎放哉、

光村3 年：室生犀星・西東三鬼、

水
原
秋
桜
子
・
飯
田
蛇
笏
・
山
口
誓
子
・
加
藤
楸
邨
・
中

村
草
田
男
・
石
田
波
郷
・
中
村
汀
女
と
い
う
お
馴
染
み
の

八
入
で
あ
る
。
学
図
と
三
省
は
新
し
い
俳
句
も
積
極
的
に

採
り
上
げ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
に
対
し
て
東
書
は
少
数

精
鋭
と
い
う
か
全
部
で
五
首
し
か
採
っ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。各
社
と
も
、
巻
末
に
「
読
書
の
勧
め
」
な
ど
と
し
て
推

薦
書
を
紹
介
し
て
い
る
。
多
い
も
の
は
毎
学
年
九
十
九
編

も
挙
げ
て
お
り
、
図
書
館
の
利
用
法
や
パ
ソ
コ
ン
を
用
い

て
必
要
な
本
を
検
索
す
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
社
も
あ

る
。な
お
、
評
論
文
や
科
学
的
読
み
物
に
つ
い
て
は
今
回
表

m
に
入
れ
る
こ
と
を
割
愛
し
た
。

四
、
古
典
に
関
す

る
記
述
に
つ
い
て

新
要

領

「
第
3

指
導
計
画

の
作
成

と
内
容

の
取

扱

い
」

の
1

の
（
4

）
　
「
C

読

む
こ
と
」

に
関

す

る
指

導
の
留
意

七
一



七
二

事
項

に
、「
イ
古
典

の
指
導

に
つ

い
て

は
、
古

典
と
し
て

の
古
文
や

漢
文
を
理
解

す
る
基
礎

を
養

い
古
典

に
親
し

む
態

度
を
育
て

る
と
と

も

に
、
我

が
国
の
文
化

や
伝
統

に
つ
い
て
関
心

を
深

め
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。
そ

の
教
材
と
し

て
は
、
古
典

に
関
心

を
も
た
せ

る
よ
う
に
書

い
た
文

章
、
易
し

い
文
語
文
や

格
言
・
故

事
成
語
、

親
し

み
や

す
い
古
典
の
文
章

な
ど
を
生

徒
の
発
達
段

階
に
即
し

て
適
宜
用

い
る
よ
う

に
す

る
こ

と
。
な

お
、
指
導

に
当

た
っ
て

は
、
音
読

な
ど
を
通
し
て

文
章
の
内
容

や
優

れ
た
表

現
を
味

わ
う
こ
と

が
で
き

る
よ

う
に
し
、

文
語

に
お
け
る
言
葉

の
き
ま
り

に
つ
い
て

は
、
細
部

に
わ
た

る
こ

と
な
く
、
教
材

に
即
し
て

必
要

な
範
囲

の
指
導

に
と
ど
め

る
こ

と
。
」
と

示

さ
れ
て

お
り
、
こ

の
記
述

に
対

応
す

る
べ
く
各
社

と
も
工

夫
し
て

「
古
典
」

の
単
元

を
設

定
し
て

い
る
。
掲
載
教
材

は
、
表
Ⅳ

「
古
典

掲
載
作
品

一
覧
」

に
示

す
通
り

で
あ
る
○
　
　
　
　
　
　
　

‘

古
典

に
つ

い
て

は
、
各
社

の
特
徴
が
あ

ま
り
は

っ
き
り
と
出

な
い
よ
う
で
あ

る
。
中
学
で
扱

え

る
難
易

度
の
古
典

で
、
内
容
的

に
興
味

深

い
作
品

に
限
り

が
あ
る

か
ら

だ
ろ
う

か
。
各
社
と

も
、

一
年
で
『
竹
取
物
語

』
、
二

年
で
『
平

家
物
語
』
『
徒
然

草
』
、
三

年
生
で
『
万

葉
・

古
今
・
新
古
今
』
『
お
く
の
細
道
』
と
な
っ
て

い
る
。
わ
ず

か
に
『
枕
草
子
』
の
掲

載
学
年

に
動

き

が
あ

る
だ
け
で

あ
る
。

い
ろ

は
が
る
た

‘

川
柳
・
狂
言

・
百
人
一

首
・
伊

曽
保
物
語
・
宇

治
拾
遺
物
語

な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
社

の
工

夫

も
見

ら

れ
る
が
、
古
典
全
体

か
ら
見

れ
ば
僅

か

で
あ

る
。

『
竹
取

物
語
』
で

は
、
巻
頭

と
月
の
使
者

が
か
ぐ
や
姫

に
天

の
羽
衣

を
着
せ

る
と
こ
ろ

を
各
社
と

も
原

文
（
口
語
訳
付

き
）
で

載
せ
、

あ
ら

す
じ

を
紹
介

す
る
形

を

と
っ
て
い

る
。
『
平
家

物
語
』

は
、

学
図
一
三
省
・
教
出

が
「
敦
盛

の
最
期
」
、
東
書
・
光
村
は

「
那
須
与
一

、

扇
の
的
」

で
あ

る
。
『
徒
然

草
』
は
、
見

事

に
五
社
五

様
で
あ

り
、
同
［

章
段

が
二
社

に
採
ら

れ
て

い
る
こ

と
は
な

い
。
『
枕
草
子

』
が
学

年
は
違

っ
て
も
「

春
は
あ
け

ぼ
の
」
の
段

を
必
ず
採

っ
て
い

る
の
七
対
照
的
で

あ
る
。
『
お
く
の
細

道
』
は
、
五

社
と

も
に
「
冒
頭
」
（
教

出
は
途
中

ま
で
）

と
「
平

泉
」

を
採
っ
て

い
る
。
た
だ
し

、
「
平

泉
」
で

は
教
出
・
光
村

は
兼
房

の
句
ま
で
で
、

光
堂
を
載

せ
て

い
な

い
。

代
わ
り

に
光
村
は

「
立
石

寺
」

を
載
せ

る
。
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表Ivr 古典」掲載一覧

(数字は頁数)

出版社 来書 学図 三省 教出 光村

学　年 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

古典に親しむために（古典入門） 3 2 1 2 1 2 2 2

竹取物語 7 10 10 8 12

枕草子 7 4 5 4 3

徒然草 4 6 3 4 2

平家物語 6 11 12 9 9

万葉集・古今集・新古今集 5 4 8 10 9

おくのほそ道 7 7 7 11 6

宇治拾遺物語 7

いろはかるた 2

川柳 1 1

狂言 4

百人一首の世界 2

伊曾保物語 1

矛 盾 2 3 1 2

故事成語（矛盾以外） 5 1 2 3

論語 2 4 2 4

漢詩 2 5 4 4 7

史記 5

古典を楽しむために 3

古典を味わうために 3

係 り結び 1

古典和歌の表現法（枕詞など） 1

和歌の区切れとリズム 2

古文の言葉遣い、仮名遣い 1 3 1

伝統芸能の世界（能・狂言・歌舞伎） 4

漢文の訓読 1 1 1 1

漢文の朗読 1 1

漢詩について 1 3



七

四

な

お

、

光

村

三

年

の

「

伝

統

芸

能

の

世

界

」

と

い

う

読

み

物

は

、

能

・

狂

言

・

歌

舞

伎

に

つ

い

て

四

頁

に

亘

り

、

能

舞

台

の

図

や

舞

台

で

演

じ

る

役

者

の

写

真

を

使

っ

て

分

か

り

や

す

く

興

味

深

く

説

明

し

て

お

り

、

国

際

化

社

会

に

羽

ば

た

く

二

十

一

世

紀

の

若

者

に

こ

そ

日

本

の

「

伝

統

芸

能

の

世

界

」

を

外

国

の

人

た

ち

に

語

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

い

て

欲

し

い

と

思

う

私

の

期

待

に

添

う

も

の

で

あ

る

。

漢

文

も

、

一

年

で

「

故

事

成

語

」
、

二

年

で

『

論

語

』
、

三

年

で

『

漢

詩

』

と

い

う

構

成

が

一

般

的

で

あ

る

。

『

論

語

』

の

代

わ

り

に

『

史

記

』

の

項

羽

（

填

下

の

戦

い

）

を

掲

載

し

て

い

る

光

村

が

特

異

な

だ

け

で

あ

る

。

古

文

の

言

葉

遣

い

・
仮

名

遣

い

に

関

す

る

解

説

文

は

、

も

っ

と

力

を

入

れ

て

記

述

し

て

欲

し

い

。
「

教

材

に

即

し

て

必

要

な

範

囲

の

指

導

」

と

あ

る

新

要

領

の

要

求

を

満

た

し

て

い

る

会

社

の

方

が

少

な

い

。

中

学

校

の

段

階

で

も

う

古

文

を

嫌

い

に

な

ら

れ

て

は

、

高

等

学

校

の

先

生

が

お

困

り

に

な

る

だ

ろ

う

。
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
j
　
　
　
　
　
　
　
　
I
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

五
、
〔
言
語
事
項
〕
に
つ
い
て

こ
こ
か
ら
〔
言
語
事
項
〕
に
つ
い
て
の
記
述
を
、
国
語
概
説
の
項
目
に
分
け
て
検
討
を
加
え
て
い
く
。
ま
ず
、

①
「
音
声
・
音
韻
」
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
（
表
V
－
1

参
照
）

日
本
語
の
音
節
の
基
礎
単
位
は
、
ほ
ぼ
仮
名
文
字
一
宇
に
あ
た
り
、
同
じ
長
さ
（
一
拍
）
で
発
音
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
撥
音
・
促
音
・

長
音
・
拗
音
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
が
、
五
七
五
七
七
等
の
音
数
律
を
生
み
出
し
た
。

音
節
は
、
母
音
の
み
の
も
の
と
、
子
音
十
母
音
の
も
の
と
が
あ
る
（
拗
音
は
除
く
）
。

話
す
と
き
に
は
’、
声
の
表
情
や
声
の
豊
か
さ
が
要
求
さ
れ
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
に
も
気
を
配
る
必
要
が
あ
る
。
ア
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表V-1 「音声・音韻」に関する叙述

(数字は頁数)

出版社 来書 学図 三省 教出 光村

学　年 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

言葉の音と意味 1

拍 （音節）、子音十母音 1 1 1

撥音・促音・長音・拗音　　 ∇ .5 1 1

有声 音・無声音 1

声の表情、声の豊かさ .5

アクセント .5 1 1

イントネーション 1 .5

プロ ミネンス レ .5

ク
セ
ン
ト
は
、
語

を
区

別
す

る
の
に
有
効

で
、「
日

が
昇

る
」
「
火

が
消

え
る
」
「
端
が

曲
か

っ
て
い

る
」
「
橋

が
流
さ
れ
た
」
「
箸

が
こ
ろ
ん

だ
」

な
ど

の
実

例
を
挙
げ

て
説

明

す
る
。

こ

の
よ
う
な
内
容

が
、
各
社

そ
れ

ぞ
れ
に
掲
載

さ
れ
て

い
る

が
、

詳
簡
の
差

が
大

き

い
し

、
ま
だ

ま
だ
不

十
分
で

あ
る
と
言

わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
特

に
、
東
書

は
全
く

「
音
声
・
音
韻
」

に
関

す
る
記
述

が
な
く
、
「
話

す
こ

と
・
聞

く
こ

と
」

が
充
実
し

て

い
た

の
と
比

べ
あ

ま
り
に
も
ア

ン

バ
ラ
ン

ス
で
あ
る
。

前
回

の
調
査
で
入

れ
て
ほ
し

い
と
指
摘
し

て

お
い
た
、
音
韻
変
化

の
法
則
（
交
替
・

同
化
・
転
倒
）
な
ど
は
、
授
業
時
間
数
の
削
減
で
掲
載
す
る
余
裕
な
ど
全
然
無
い
の

が
実
状
で
あ
る
。②

「
文
字
」
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
（
表
V
－
2

参
照
）

漢
字

に
関
す

る
記
述

が
ほ

と
ん
ど
で
あ

る
。
漢
字
以
前

の
文
字
学

と
し

て
、「
世
界

の
文
字

」
（
文

字
の
種
類
）
、
「
文
字

の
三
要

素
」
（
形
音
義

）
、
「
日
本

で
使

わ
れ
る
文

字
」

に
つ
い
て
低
学
年

で
解
説
し

て
ほ
し

い
。

「

漢
字
」

に
つ
い
て
の
記
述

は
、
各
社

と
も
採
り
上

げ
て

い
る
項

目
と
、

そ
れ
ぞ

れ
の
社
が
工
夫
し
て
掲
載
し
て
い
る
独
自
項
目
と
に
分
け
ら
れ
る
。

ど
の
教
科
書
に
も
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
項
目
は
、
明
朝
体
や
教
科
書
体
な
ど
の
宇

七
五



表V-2 「文字」に関する叙述

(数字は頁数)

出版社 来書 学図 三省 教出 光村

学　年 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

世界の文字(表 意文字、表音文字) 2

日本語で使われる文字 1 1

漢字の起こりと変遷（甲骨文字） 1

字体（明朝体・教科書体） 1 1 1 1

漢字の成り立ち（六書） 3 2 3 1 2

漢字の部首（偏旁冠脚饒垂構） 2 1 .5 3 3 2 4

筆順 1 1

漢字の画数 1 .5 1

字音・字訓 .5 2 1 1 1 .5 2 2

熟字訓 1 1 1 1 .5

呉音・漢音・唐音 2

同 音異字・同訓異字 1 .5 2 2 4 .5 3 1 1 2 2

複数の字音・字訓をもっ漢字 1

複数の意味を持つ漢字 .5 1

重箱読み、湯桶読み 1 1 1

読 み方によって別語となる熟語 .5 1 1

反対の意味の漢字 .5

二 字熟語作り 1 1 .5 1 1 1 2 1 2 2 1 .5 3

四字熟語作り .5 1 1 2 。5 1 1

三 字の熟語の組み立て 1 .5 1 1

字形の似た文字（綱と網） 1 1 2 1 3

形声文字の特徴 1 2 .5 3

助数詞に用いる漢字 1

O に漢字を入れて諺を完成させる .5

平仮名・片仮名の起こり 2 1

特別な用語に使われる漢字(壱円) 2

接頭語・接尾語になる漢字(不・的) .5 1

送 り仮名 2 1

特定のものを表す言葉（漢字） 1

漢字の使い方に慣れよう(総合的) 10 10

常用漢字表の性格と漢字の字数 3

国字・国訓 2

読 み方の変化する漢字(連声など) 1

点字 1 2 1

手話（指文字） 1 2

七
六
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体

・

六

書

・

部

首

・

画

数

・

音

と

訓

・

同

音

異

字

・

同

訓

異

字

・

字

形

の

似

た

文

字

・

熟

字

訓

・

重

箱

読

み

湯

桶

読

み

・

多

義

を

有

す

る

文

字

・

二

字

三

字

四

字

の

熟

語

で

あ

る

。

六

書

の

う

ち

「

形

成

文

字

」

の

「

意

味

を

表

す

部

分

」

と

「

音

を

表

す

部

分

」

と

の

位

置

関

係

に

つ

い

て

も

四

社

で

採

り

上

げ

て

い

る

。

こ

れ

ら

は

、

漢

字

に

つ

い

て

の

必

須

知

識

で

あ

る

。

二

社

し

か

採

り

上

げ

て

い

な

い

項

目

で

は

あ

る

が

、

筆

順

・

平

仮

名

片

仮

名

の

起

こ

り

に

つ

い

て

も

、

全

て

の

社

で

採

り

上

げ

て

ほ

し

い

項

目

で

あ

る

。

ま

た

、

新

教

科

書

で

初

め

て

採

り

上

げ

ら

れ

た

、
「

点

字

」

と

「
手

話

（
指

文

字

）
」

も

福

祉

国

家

の

国

民

と

し

て

知

っ

て

い

る

べ

き

事

項

で

あ

る

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

j

次

に
『
、

そ

れ

ぞ

れ

の

社

の

工

夫

を

紹

介

す

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

△

東

書

三

年

は

、
「

も

の

を

数

え

る

と

き

の

単

位

」

と

な

る

漢

字

、

一

尺

（
長

さ

）
・
一

首

（

短

歌

）
・
一

足

（
靴

）

な

ど

を

採

り

上

げ

、

説

明

と

設

問

と

で

一

頁

と

っ

て

い

る

。

学

図

一

年

で

は

、
「

漢

字

の

起

こ

り

と

変

遷

」

と

し

て

「

甲

骨

文

字

・
金

文

・

篆

書

・

隷

書

・

楷

書

・
行

書

・

草

書

」

を

説

明

し

て

い
’
る

。

学

図

三

年

は

、
「

特

別

な

用

語

に

使

わ

れ

る

漢

字

」
と

題

し

て

、

常

用

漢

字

一

九

四

五

字

の

中

に

特

別

な

語

や

専

門

用

語

と

し

て

用

い

ら

れ

る

も

の

が

あ

る

と

説

明

し

て

十

に

分

類

し

て

い

る

。
T

）
内

に

例

を

一

宇

だ

け

示

し

て

掲

げ

る

。
度

量

衡
（
畝

）
・
医

学
（
泌

）
・
科

学
（

硝

）
・

数

や

順

序

（
壱

）
・

官

位

や

称

号

（
爵

）
・

法

律

経

済

（
遵

）
・

動

植

物

（
鯨

）
・

建

築

物

（
溝

）
・

宗

教

芸

術

（
塑

）
。

教

出

二

年

で

は

、
「

漢

字

の

音

に

も

歴

史

が

あ

る

」

と

題

し

て

、

呉

音

・
漢

音

・
唐

音

を

説

明

し

、

設

問

で

確

か

め

さ

せ

て

い

る

。

教

出

三

年

で

は

、
「

呼

応

は

オ

ウ

で

反

応

は

ノ

ウ

」

と

い

う

見

出

し

で

、

連

声

・

連

濁

と

言

う

国

語

学

用

語

は

使

わ

ず

に

、
「

東

十

西

」

で

「

ト

ウ

ザ

イ

」
、
「

寒

十

風

」

で

「

カ

ン

ゾ

ウ

」
、
「

が

く

十

こ

う

」

は

「

カ

ッ

コ

ウ

」

な

ど

、

例

や

設

問

で

「

読

み

方

の

変

化

す

る

漢

字

」

と

し

て

学

ば

せ

る

よ

う

に

工

夫

し

て

い

る

。

1
　
　
　
　
　
　
　
1

光

村

二

年

で

は

、
「

鏡

に

顔

を

映

す

」

と

「

夕

日

に

映

え

る

」

の

よ

う

に

複

数

の

訓

や

、
「

児

」

を

「

ジ

ー
ニ

サ

と

読

む

よ

う

に

複

数

の

七

七



七
八

音
を
持
つ
漢
字
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る
。
三
年
で
は
「
国
字
・
国
訓
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

ど
の
社
も
、
漢
字
に
興
味
を
持
て
る
よ
う
に
配
慮
し
た
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
漢
字
の
し
り
と
り
遊
び
、
漢
字
の
迷

路
、
漢
字
の
パ
ズ
ル
な
ど
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
国
語
教
科
書
の
脱
皮
を
印
象
づ
け
ら
れ
た
。

な
お
、
ど
の
社
の
教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
常
用
漢
字
表
」「
新
出
漢
字
一
覧
」
は
、
こ
の
表
V
の
2
に
は
入
れ
な
か
っ
た
。

③
「
語
彙
」
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
（
表
V
－
3

参
照
）

語
彙
に
つ
い
て
、
新
要
領
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

第
1
学
年
　
　
　
イ
　
語
句
の
辞
書
的
な
意
味
と
文
脈
上
の
意
昧
と
の
関
係
に
注
意
す
る
こ
と
。

ウ
　
事
象
や
行
為
な
ど
を
表
す
多
様
な
語
句
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
話
や
文
章
の
中
の
語
彙
に
つ
い
て

関
心
を
も
つ
こ
と
。

第
2
・
3
学
年
　
イ
　
慣
用
句
、
類
義
語
と
対
義
語
、
同
音
異
義
語
や
多
義
的
な
意
味
を
表
す
語
句
の
意
味
や
用
法
に
注
意
す
る
こ
と
。

ウ
　
抽
象
的
な
概
念
な
ど
を
表
す
多
様
な
語
句
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
す
る
こ
と
。

こ
れ
を
受
け
で
、
各
社
と
も
「
辞
書
に
親
し
も
う
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、「
辞
書
的
な
意
味
」
を
調
べ
、
教
材
文
章
中
の
「
文
脈
上

の
意
味
」
を
捉
え
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
し
、
表
に
示
す
よ
う
に
「
慣
用
句
、
類
義
語
と
対
義
語
、
同
音
異
義
語
や
多
義
的
な
意
味
を

表
す
語
句
」
に
つ
い
て
は
、
意
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
な
お
、
「
語
源
調
べ
」
は
一
社
も
探
り
上
げ
て
い
な
い
。

次
に
、
各
社
独
自
の
工
夫
を
紹
介
す
る
。

学
図
で
は
、
巻
末
に
「
言
語
の
学
習
」
と
い
う
単
元
を
設
定
し
、「
一
年
の
語
彙
・
語
句
の
学
習
」
の
「
5
意
味
の
派
生
」
と
い
う
見
出

し
で
は
、
「
基
本
的
な
意
味
」
か
ら
「
派
生
的
な
意
味
」
が
生
ず
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
語
の
分
類
方
法
の
一
つ
に
「
意
味
に
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表V-3 「語彙」に関する叙述
(数字は頁数)

出版社 来書 学図 三省 教出 光村

学　年 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

辞書に親しもう、語の意味 2 2 4 2 3

和語・漢語・外来語・混種語 3 3 .5 1 4

類義 語・対義語 3 4 3 4 2 1

漢語（熟語）の構成（組み立て） 2 2 2 .5 .5 1 3

語の構成……漢語以外にも言及 4

同音異義語・多義語 3 1 .5 1 1 1 1 2

意味 の派生 1

慣用句・故事成語・ことわざ 3 2 2 1 1

意味 と文法的性質による分類 2

上位語・下位語 1

特定の分野で使われる語 2

単純語・合成語（複合語・派生語） 4

擬 声語・擬態語 1

難解漢語を易しい語に言い換える 1

決まった言い回しで使われる語句 1

よ

る
分
類
」

の
あ
る
こ

と
を

『
分
類
語

彙
表
』
で

説
明

し

て
い

る
。
二
年

で
、
「
す
ず

め
・
鳥
・
動
物
」

を
例

に

と
り
、
表

す
意

味
の
広

さ
に
よ
っ
て
上
位

語
と
下
位

語

の
区

別
が
あ

る
こ

と
を
解

説
し
て

い
る
。

学
図

三
年
で

、「
単
語

は
単
純
語

と
合
成

語

に
分

け
ら

れ
る
。
合
成
語

は
さ
ら

に
複
合
語

と
派

生
語

に
分

け
ら

れ
る
」
こ

と
を
示

し
て
、

複
合
語

の
造
語

成
分
や

そ
れ

ら
の
関
係

に
ま
で
触

れ
て

い
る
の

は
、
中

学
生

に
は
や

や

高
度

か
も
し

れ
な

い
が
言
葉

に
関
心

の
あ

る
生

徒
に

は
学
ぶ
意
欲

を
か
き

た
て
る
効
果

が
あ
る
だ
ろ
う

。

教
出
三
年

で
は
、
「
語

の
構
成

」
と
題
し

て
、
「
山
登

り
」
と
「

登
山
」
の
語

を
構
成
す

る
部
分
ど
う
し

の
関

係

を
調

べ
る
こ

と
か

ら
、
熟
語

の

構
成

に

は
、
「
A

主

語

十
述
語
、
B

修
飾
語

十
被
修
飾
語

、
C

述
語

十
客
・

補
語

、
D

前
語

十
類
義
語

、
E

前
語

十
対
義
語
、
F

畳

語

」
の
六
種

類
あ

る
こ

と
を
例
を
挙
げ

て
説
明
し

て

い

る
。三
省
一
年

で
は
、
「
こ

と
ば
の
コ
ラ

ム
ー
」
で
「
擬
声

七
九



語
・
擬
態
語
」
を
採
り
上
げ
て
い
る
。
第
七
単
元
に
「
食
感
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
」
と

て
、
一
つ
の
見
識
を
示
し
て
い
る
。

④
「
文
法
」
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
（
表
V
－
4

参
照
）

八
〇

い
う
読
み
物
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
と
相
呼
応
し
て
い

文
法

に
関

す
る
新
要

領

の
要

求
は
、
私

に
整
序
し
て
示

す

と
次

の
よ
う

に
な
る
。

ア
　

話
や
文

章
の
中

の
段

落
の
役
割

や
文
と
文

と
の
接
続
関
係

な
ど
を
考

え
る
こ

と
。
・
j
・
文
章

論

イ
　

文

の
中

の
文
の
成

分
の
順
序

や
照
応
、
文

の
組
立
て

な
ど
に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
。
…

…
文

論

ウ
　

単
語

の
類
別

に
つ
い
て
理
解
し

、
指
示
語

や
接
続
詞
及

び
こ
れ
ら

と
同

じ
よ
う

な
働
き
を

も
つ
語
句

な
ど
に
注
意

す
る
こ
と

。

エ
　

単
語

の
活
用

に
つ
い
て
理
解
し

、
助
詞
や
助

動
詞
な

ど
の
働
き

に
注

意
す

る
こ

と
。
…
…
以

上
語
論
・
品

詞
論

オ
　

話
し
言

葉
と
書

き
言

葉
と
の
違

い
に
つ

い
て

理
解
し
、

適
切
に
使
ラ
こ

と
。

力
　

共
通
語

と
方
言

の
果
た
す
役
割

な
ど

に
つ
い
て
理
解

す
る
と
と

も
に
、
敬
語

に
つ
い
て

の
理

解
を
深

め
生
活

の
中
で

適
切

に
使

え

る
よ

う
に
す

る
こ

と
。

キ
　

国
語

の
特
質
を
理
解

さ
せ

る
た
め
に
、

あ
る
程
度

ま
と
ま
っ
た
知
識

を
得

さ
せ

る
指
導

に
も
配

慮
す

る
こ

と
。
そ

の
場
合
、
白

常
の
言
語

活
動
を
振

り
返
り
言
葉

の
き

ま
り

に
つ

い
て
気
付

か
せ
、
言
語
生
活

の
向
上

に
役
立
て

る
こ

と
を
重
視

す
る
と

と
も
に
、

必
要
以
上

に
細
部

に
わ
だ
っ

た
り
形

式
的

に
な
っ

た
り
し

な

い
よ
う

に
す

る
こ

と
。

右

の
要

求

に
対
応

す

る
べ
く
、
各
社

と
も
に
ア
～

キ
を
網
羅

す
る
よ
う
に

き
め
細

か
な
配
慮

・
工
夫

が
窺
わ

れ
る
。

ま
ず
、
文

法
に
興
味

と
関

心
を
持

だ
サ

る
べ
く
、「
言
葉

に
関

す
る
き

ま
り

が
文
法
」
（
東

書
）
、「
言

葉
の
つ
な
ぎ
方

の
き

ま
り
」
（
学
図

）

な

ど
と
、
「
文
法
と

は
何

か
、
な

ぜ
文
法
を
学

ぶ
こ
と

が
必
要

な
の

か
」

を
説
明

す
る
文
法
入
門

コ
ー
ナ

ー
を
設
定
し
て

い
る
。
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表V-4 「文法」に関する叙述

(数字は頁数)

出版社 東書 学図 三省 教出 光村

学　年 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

文法 とは/言葉の単位(文節・単語) 4 1 1 2 4 1 5 1 5

文の成分（主語・述語・修飾語等） 6 3 3 5 6 7 1 9 7 3 8 2

単語の分類（自立語・付属語・品詞） 7 6 6 4 2 1 4 4

名詞・代名詞 4 2 1 5 .5 1

指示する言葉（こそあど） 3 1 1 3 3

副詞・連体詞 4 4 .5 3 .3 .5

接続する言葉（含接続詞・感動詞） 2 5 1 2 .5 4 .2 4 .5

用言のはたらきと活用 6 4 9 2 10 1 1 11 1 7

付属語の定義、説明 1 1 1

助詞のはたらき 4 2 6 5 10 1 3

助動詞のはたらき 6 4 5 8 6 3

敬語のはたらき 5 ＊ 4 5 4

あい まいな表現(修飾語の位置等) 5 ＊ 3

紛らわしい品詞 3

単文・複文・重文 1

文末の表現（命令・依頼・推量…） 2

文章の構造（段落どう七の関係） 3 1

意味と文法（状態を表す動詞等） 4

表現の視点（やる・もらう等） 4

呼応の表現・文末表現 4

考 える文法（Q ＆A ） 8

品詞の転成 1

評価の表現（珍しい、みごとだ） へ
2

倒置（付、文の組み立て） 1 .5

「は」のはたらき 4

打 ち消しの表現 4

古典の仮名遣い 1

五十音図（含ローマ字） 2 .5 .5 2

品詞分類表 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

用言の活用表 1 2 1 3 2 2 2 2 1 2 2 2

助動詞の活用表 2 2 1 1 1 2 2 1 2 2

助詞一覧表 1 1 1 1

注）＊表vIr 言語に関す る読 み物」に収録



文
章
論
は
、
作
文
の
方
で
述
べ
て
い
る
の
で
重
複
を
さ
け
た
の
か
、
文
法
と
し
て
段
落
ど
う
し
の
関
係
に
つ

学
図
一
三
省
だ
け
で
あ
る
。

八
二

い
て
記
し
て

い
る
の
は
、

文
論
（
文
の
組
み
立
て
、
文
節
と
文
節
の
関
係
）
に
つ
い
て
は
、
各
社
と
も
か
な
り
の
頁
を
使
っ
て
し
っ
か
り
記
述
し
て
い

る

。

語
論
（
品
詞
論
）
で
は
、
ま
ず
品
詞
分
類
の
基
準
に
つ
い
て
全
て
の
社
が
記
し
、
「
品
詞
分
類
表
」
を
光
村
・
教
出
の
三
年
以
外
は
各
学

年
で
掲
載
し
て
い
る
。
前
要
領
準
拠
版
で
は
、
「
品
詞
分
類
表
」
を
掲
載
し
て
い
な
い
も
の
の
方
が
断
然
多
く
、
旧
稿
で
掲
載
の
必
要
性
を

強
調
し

た
こ

と
を
思

う
と
、
隔
世

の
感
が
あ

る
。
品
詞
論

の
各
論
で

は
、

概
ね
一
年

で
活
用

の
な
い
自
立
語

を
学
び
、
用
言

は
二
年

、
助

動
詞
・
助
詞

は
三
年

で
マ
ス

タ
ー
さ
せ
る
と

い
う
の

が
標
準

と
な

っ
て

い
る
よ
う
で

あ
る
。
教
出

・
光
村

は
、
付
属
語

も
二

年
で
教

え
る

こ

と

に
し

て
い
る
。
各

社
と
も
文
法

を
体
系
的

に
教
え
よ

う
と
い
う
意
識

が
窺
え

る
編
集
と

な
っ
て
い
て
好

ま
し

い
。

指
導
要
領

に
示

す
「

あ
る
程
度

ま
と
ま
っ

た
知

識
を
得

さ
せ
る
指
導

に
も
配

慮

す
る
」
（
こ

の
表
現

は
既
に
昭
和
五
二

年
版

に
あ
っ
て
、

旧

稿
で
文
法

体
系
指
導

の
必
要
性

を
強
調
し

た
）

こ
と

が
、
二

十
年
経

っ
て
よ
う
や

く
実
際
の

教
科
書
の
中

に
具
現
し

た
。

「
話
し
言

葉

と
書

き
言
葉

と
の
違

い

に
つ
い
て
」
は
一

年
（
表
Ⅵ

も
参
照
）
、
「

共
通
語

と
方
言
の
果

た
す
役
割
」
は
二
年
、
「
敬
語
」
に

つ
い
て

は
三

年
で
各
社

と
も
採
り
上

げ
て

い
る
。

次

に
、

各
社
独
自

の
工

夫
が
見

ら
れ
る
箇
所

を
紹
介

す
る
。
東
書
三
年

で
は
、
巻
末

の
「
三
年

の
文

法
の

ま
と
め
」
で
、
「
紛
ら

わ
し

い

品

詞
」

と
し

て
「
時
間

が
な
い
・
寒

く
な

い
・
忘

れ
な

い
」

の
「
な

い
」

が
そ

れ
ぞ
れ
別
の
品
詞

で
あ

る
こ

と
等
を
、
三
頁

使
っ
て
例

を

示

し
な

が
ら
説
明
し
て

い
て
、

か
な
り
高
度

な
内

容
で

あ
る
。

学
図
三
年

は
、
巻
末

「
言
語
の
学

習
」
の
「
三

年
生

の
文

法
の
学
習
」

の

二
二
　
複
雑
な
文

の
構
造
」
の
2

で
「
単
文
・
複
文
・
重
文

」
、

「
四
　

文
末

の
表
現
」

で
「
A

他

に
要

求

す
る
表
現

（
命
令

・
依
頼
・
義

務
・
許
容

・
禁
止
、
質

問
・
反
問

）
」
「
B

他

に
要

求
し

な
い
表

現
（
判
断
・

推
量
・
伝

聞

・
感
動

の
表
現
）
」
と
整
理

し
て
例

を
挙

げ
な

が
ら
説
明
し
て

い
る
。



中学校「国語科」新教科書の脱皮

教
出
一
年

で
は
、
巻
末

の
「
言
葉

の
き
ま
り
」
で
一
通
り
文

論
・
品

詞
論
の
紹
介

を
し

た
後

、
「
品

詞
の
転
成
」
と
い
う
一
頁

の
コ

ー
ナ

ー

を
掲
載
し
、
「
『
走

る
』
↓

『
走
り
』
（
動
詞
↓

名
詞
）
」
「
『
楽
し

い
』
↓

『
楽

し
む
』
（
形
容
詞
↓

動
詞
）
」
な

ど
の
例
を
挙
げ

て
説
明
し

て

い
る
。
三
年

で
も
独
自

の
工

夫
が
見

ら
れ

る
。

光
村
三
年

で
は
、
巻
末

近
く
の
「
考
え

る
文
法
」
が
出
色

だ
。
Q

＆
A

形
式

で
「
助
動
詞

の
相
互
承
接
」
「
能
動

文
と
受

け
身
文
の
動
作

主

・
受
け
手

の
関
係
」

な
ど
I

〇

の
Q

を
設
定
し

て
解
説
し
て

い
る
。
発
展

的
学
習

と
言

っ
た
感
じ

で
、
言
語

に
関
心
の

あ
る
熱
心

な
生

徒

の
学

ぶ
意

欲
を
掻

き
立

て
る
で
あ

ろ
う
。

⑤

「

言

語
」

に
関

す

る
読

み

物

（
表
Ⅵ

参

照

）

「
言
語

」
に
関

ず
る
読

み
物
の
掲
載
状
況

は
、
「
表
Ⅵ
」
の

ご
と
く
で
あ

る
。
筆
者
名

が
な

い
の

は
、
各
社
の

教
科
書
編
集

委
員
会
の
執

筆

で
あ

る
。
こ

の
中
で
、
「
話
し

言
葉

と
書

き
言
葉
」
「
共
通
語

と
方
言
」
「
敬
語
」
に
つ
い
て
の
解
説

文
は
、
新
要

領
に
規
定

さ
れ
て

い
る

事
項

で
あ

る
。

そ
の
他
の

読
み
物
は
、

学
習
者

が
言

葉
に
興
味

と
関
心
を
持

っ
て
く

れ
る
よ
う

に
と
、
各
社

が
そ
れ

ぞ
れ
工
夫

し
て
掲
載

し
た
も
の

で

あ
る
。
私
の

個
人
的
関
心

か
ら
言
う

と
、
来
書
三
年

の
「
万

葉
集
を
当
時

の
音
で
読

む
」

と

い
う

城
生
伯
太
郎

の
文
章

が
お
も
し
ろ

い
。

中

学
生
が
音
韻

変
化
や
日

本
語
の
歴
史

に
興
味

を
持
つ
、

そ
の
き
っ

か
け

に
な
る
こ

と
を
期
待
で

き
る
教
材
で

あ
る
。

六
、
「
情
報
」

関

係
の
教
材

（
表
Ⅶ
参
照
）

新
要
領
で
新
し
く
採
り
上
げ
ら
れ
た
項
目
に
「
情
報
」
関
係
の
記
述
が
あ
る
。
中
学
校
学
習
指
導
要
領
第
二
学
年
及
び
第
三
学
年
の
「
1
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表vIr 言語」に関する読み物

(数字は頁数)

出版社 東書 学図 三省 教出 光村

学　年 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

話し方はどうかな　　　川上裕之 6

話し言葉と書き言葉 2 4 2 4 4

方言のクッション　　　 俵　万智 7

ことばが輝くとき　　　 俵　万智 8

方言と共通語 2 4 4 4 4

カタカナ抜きで話せますか　 陣内正敬 6

万葉集を当時の音で読む城生伯太郎 5

片言を言うまで　　　 金田一京助 ]I

言葉の意味はだれが決める　 永井均 7

言葉の力（解説） 2

言葉は広がる　　　　　 鶴見俊輔 13

言葉との出会い 2

敬語　　　　　　　　 金田　弘 4

言葉で伝えよう 7

比喩のしかた、比喩の効果 1 3

言葉の変化 3

言葉の力　　　　　　　 大岡　信 4

詩が生まれるとき　　　 吉野　弘 4

日本語は乱れているか　小池　保 4

日本語の特徴 4

言葉を考える 2

人はなぜ書くのか　　　 汐見稔幸 10

食感のオノマトペ　　　 早川文代 6

「ありかと列と言わない重さ 呉人　恵 14

世界の「あいさつ」 2

こどばを旅する（ひろがる読書） 8

・筆者名のないものは各社編集委員会の書き下ろし。

八
四
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ト　　　　　　　　　 表vIIr情報」関係の教材
(数字は頁数)

出版社 来書 学図 三省 教出 光村

学　年 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

必要な情報を得る（書籍・新聞・

インターネット、電子メール）

2 5 1 2

通信文を送る（電子メールなど） 2

情報を読み取るために 2

情報を生かすために 2

情報化社会を生きるために 3

テレビとの付き合い方　佐藤二雄 6

情報の奥にふみ込む　情報のせいり 2

＊情報をほり起こす　コピーライ

ターめ技

2

情報化する表現の中で 2

＊発想の交差と発掘　ブレーンス

トーミング

2

情報は万全か　情報の吟味 2

図書を検索しよう 2

十アンケートをしよう 2

＊インタビューをしよう 2

情報の整理と活用 2

参考文献と引用 2

メディアとわたしたち　見城武秀 12

図書館は情報センター 3

情報社会を生きる　　　 半田智久 11

十集めた情報をもとに、意見文を書く 4

マスメディアを通した現実世界

池田謙一

11

パソコン通信というコミュニケー

ション　　　　　　　　 俵　万智

7

メディアとのかかわをり見直そう 5

注）＊　表I と重複掲載。　　 十　表II と重 複掲 載。
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目
標
」
の（
3
）
　
に
「
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
文
章
を
読
み
、
広
い
範
囲
か
ら
情
報
を
集
め
、
効
果
的
に
活
用
す
る
能
力
を
身
に
付
け
さ

せ
る
と
と
も
に
、
読
書
を
生
活
に
役
立
て
自
己
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
。
」
と
あ
り
、
国
語
科
に
お
い
て
も
情
報
社
会
に

対
応
で
き
る
よ
う
な
対
策
が
必
要
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
表
Ⅵ
の
よ
う
に
「
情
報
」
関
係
の
コ
ラ
ム
的
読
み
物
や
、
図
書
館
の
情
報
検
索
の
利
用
な
ど
に
関
連
し
た
記
述
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
手
探
り
の
状
態
で
あ
る
ら
し
く
、
出
版
社
に
よ
る
差
異
が
大
き
い
。
ま
た
、
学
図
以
外

の
四
社
は
、「
読
む
こ
と
」
指
導
の
た
め
の
説
明
文
教
材
の
題
材
を
、「
情
報
」
に
関
連
し
た
こ
と
を
論
じ
た
も
の
に
す
る
（
筆
者
名
の
記

さ
れ
た
も
の
）
と
い
っ
か
配
慮
を
し
て
い
る
。

お

わ
り
に

以
上
、
中
学
校
用
の
新
国
語
科
教
科
書
を
比
較
し
検
討
を
加
え
て
き
た
が
、
総
合
的
に
見
て
十
年
前
の
平
成
元
年
版
指
導
要
領
準
拠
の

教
科
書
と
比
べ
、
格
段
に
進
歩
し
た
と
い
う
の
が
実
感
で
あ
る
。
個
々
の
事
柄
は
各
章
の
記
述
を
参
照
い
た
だ
く
と
し
て

最
後
に
私
の

希
望
を
述
べ
て
結
び
と
し
た
い
。

教
科
書
は
あ
ま
り
薄
く
は
な
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
資
料
や
付
録
は
充
実
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
中
学
校
で
き
っ
ち
り
と
指
導
し

て
く
だ
さ
れ
ば
、
高
等
学
校
の
国
語
科
の
授
業
は
さ
ら
に
充
実
す
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
授
業
時
間
は
各
学
年
と
も
に
週
あ
た
り
1
時
間
ず
つ
減
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
前
要
領
で
は
五
・
四
・
四
で
あ
っ
た
の
が
、
新

要
領
で
は
四
・
三
・
三
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
選
択
の
時
間
で
少
し
は
埋
め
合
わ
せ
る
と
し
て
も
、
こ
の
授
業
時
間
の
削
減
は
ど
う
対
処

し
よ
う
も
な
い
数
字
で
あ
る
。
い
く
ら
教
科
書
が
進
化
し
良
く
な
っ
て
も
、
授
業
時
間
数
が
絶
対
的
に
不
足
す
る
現
状
で
は
、
せ
っ
か
く
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の
良
い
教
材
の
い
く
つ
か
に
は
に
全
く
触
れ
る
こ
と
な
く
三
月
の
終
業
式
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

有
馬
元
東
大
総
長
が
文
部
大
臣
の
と
き
に
告
示
さ
れ
た
新
要
領
が
、
学
力
低
下
を
間
違
い
な
く
招
来
す
る
よ
う
な
極
端
な
授
業
時
間
数

の
削
減
を
行
っ
た
こ
と
を
嘆
か
わ
し
く
思
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
教
科
の
、
い
や
人
間
と
し
て
の
教
養
の
基
礎
で
あ
る
国
語
科
の
授
業
時

数
は
、
せ
め
て
昭
和
五
十
二
年
版
指
導
要
領
の
週
あ
た
り
五
・
五
・
五
に
戻
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

注

ら
1
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心

拙
稿
「
中
学
校
国
語
科
用
新
教
科
書
の
〔
言
語
事
項
〕
に
関
す
る
記
述
の
問
題
点
」
（「
椙
山
国
文
学
」
第
十
八
号
、
平
成
六
年
三
月
）
。

拙
稿
「
中
学
校
国
語
科
教
科
書
に
お
け
る
〔
言
語
事
項
〕
に
関
す
る
記
述
の
問
題
点
」
（「
椙
山
国
文
学
」
第
十
号
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
）
。
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